	ばね製造業


生産量は、40万トン前後で推移しており大きな伸びは見られない。受注単価は横ばい傾向にあるが、一方で、原材料費の上昇により、コストが増大しているため、収益面は楽観を許さない。
設備投資は低調であるが、雇用面には明るさがみられる。今後については、各社は技術力を高め、新分野に進出するなど、戦略に基づいた事業展開を意図している。
製品の特徴と業界概要　

ばねは、金属、ゴム、プラスチック等の材料が持っている弾性を、有効に利用できる形に作られたもので、力を受けて変形した後、その力が除かれた時に元の形に戻る性質を有する機械要素を総称するものである。
ばねは、その形状から、コイルばね（つる巻き状に巻いたばね）、板ばね、トーションバー（ねじりを利用する棒状のばね）、線ばねなどに分類される。
ばねは、幾つかの機能を有することから、その用途は多様である。荷重に対してたわむ性質を利用して、ばね秤の質量の表示に用いられたり、自動車のクラッチにおいてペダルの踏力の調整をはかったりするのに用いられる。また、エネルギーを蓄積する機能を活用し、時計や玩具のぜんまいとしてエネルギーを蓄えた後、それが放出される力を利用して、それらを動かすのに使用されている。さらに、振動や衝撃を緩和する機能の活用によって、振動が建物や外の機械に伝わるのを少なくしたり、車両の懸架ばねのように路面から伝わる衝撃を緩和したりするのにも用いられる。
今回取り上げる金属ばねは、製造方法から熱間成形ばねと冷間成形ばねに分類される。熱間成形ばねは、素材を高温に加熱し赤熱された状態で成形されたばねであり、大型のばねに利用される。工程に大型設備を必要とすることから、比較的大規模な企業によって製造され、製品のほとんどが自動車向けである。一方、冷間成形ばねは、素材を常温で成形するばねであり、小型のばねのほとんどはこの方法で成形される。主として中小規模の企業によって製造され、電気・電子機器をはじめ幅広い分野で利用されている。
大阪の特徴

26年における大阪府のばね製造業（金属製スプリング製造業）は、事業所数75、従業者数1,186人、製造品出荷額等170億8,959万円である（経済産業省『工業統計表（産業細分類別統計表）』、従業者４人以上）。全国に占めるシェアはそれぞれ13.7％（全国第２位）、5.9％（同第４位）、3.4％（同第９位）であり、大阪府では、小規模な事業所が多いことが特徴である。
大阪府内事業所の需要先は家電製品向けだけでなく、産業機械向け、自動車向けなど幅広い。
生産は大きくは伸びず
全国のばねの生産は、23年３月に発生した東日本大震災の影響により、対前年を下回った。その後は、一進一退の生産の状況となっており、大口の需要家である自動車業界の影響によるものではないか、という声があった。

ただ、生産量としては、40万トン前後の生産量で推移している。国内生産が回復しない理由として、需要家の海外移転に伴い、国内のばね需要が伸びないこと、そしてばねの製造業者自身も海外生産を推進した結果という声が聞かれた　。
７-９月期の状況についての企業ヒアリングでは、自動車向けのバネは、輸出先相手国の事情で需要が減少しているケースがみられ、建設機械や産業機械向けのばねも低調であると聞かれた。
収益面は楽観できない
受注単価は減少気味としている声もあったが、多くの企業では横ばいとなっている。鋼材価格は下降傾向にあるという声が多く聞かれたものの、メッキ加工等外注加工費のコストがアップしている企業や、人件費の負担が大きくなっている企業がみられた。そのため、収益面は楽観できない状況にあり、実際、収支トントンとしている企業が複数存在していた。

このようなことから、各社では様々なコスト削減策を実施することで収益の確保を図っている。電力の自由化の下でより安価なエネルギー調達を目指しているケースや、輸送コストを見直すべく複数の運送業者から見積もりをもらい、より安価な配送を実施している企業が見られた。
設備投資は限定的

大阪府内にある生産部門を他県に移すために新工場建設という大型投資事例も見られたが、ほとんどは、生産設備に関しても更新投資が中心となっており、限定的である。これは、設備投資をしても、受注が増えるという見通しがないためである。実際、企業ヒアリングでも、生産余力はまだあるとしている企業が多く見られた。

積極的でない設備投資に関しては、減価償却費程度で行うとしている企業や、借入をしてまで投資するという雰囲気ではないとする回答があった。ただ、今夏は、いわゆるものづくり補助金を原資に、設備投資を行っているケースが複数みられた。
明るさが見られる雇用状況

収益面の制約から今夏の賞与を支給していないとする企業もあったが、多くの企業では支払ったとする声が聞かれた他、年３度の支給を検討している事例もあり、賃金等の状況は好転している。
採用面では、いわゆる大企業が採用を増加させていることから、人材は採用しにくいとの声が聞かれた。そのため、過剰感解消による人員調整をしている事例は見られず、むしろ不足感を解消するべく、雇用延長等で対応している動きがあった。

現在の生産状況からみて、人員を過剰に抱えているケースもあったが、これは、退職者の増加を見越して、技能伝承を円滑に進めるための準備に伴うものであり、意図した過剰である。このように技能工育成のために企業側に雇用意欲はあり、雇用状況としては、明るい状況にある。
部品供給からみた三菱自動車問題
いわゆる燃費不正の影響があったとする企業も見られた。売上額全体に占める関連自動車部品製造業へのばねの出荷額が大きくないため、金額的には大きなダメージがないものの、生産量が計画した予定分に現在も到達していないとしている企業や、現在は受注が再開しているものの、４ヶ月停止していたケースもあった。
ただ、当面の生産量よりも、今後の自動車業界の動きについての関心の方が大きい。つまり、どこで、どの自動車が生産され、その際に自社の部品が採用されるのかという点で動向が注視されていた。
今後の見通し
ばね需要量がリーマンショック前の水準にまで戻るかわからないとする見通しが多く聞かれた。そのため、各社にとって、自社の強みを活かした技術開発や新分野への進出など、独自の展望に基づいて企業活動を展開することが重要になっている。

例えば、航空宇宙産業における品質マネジメント規格であるJISQ9100認証取得することで、航空機分野への参入を計画しているケースがあり、試作開発を実施している。また、鉄道部品等インフラ関連、また医療分野といった開発案件の受注に力をいれるという企業もあった。
他の企業は、取引先に部品の改善提案をすることで自社の得意分野のばねに切り替えを促すことで受注の獲得を目指すケースや、同業者の不得意分野を当社が生産して供給することで、仲間取引を活発化させる事例もあった。
また、１個から５個程度という微量品の生産体制を伸ばしていく上において、特殊鋼材の在庫を自社リスクで抱え、顧客からの要求に即応できる体制を整えることで変化に対応しているものもあった。
このように、各社は生き残りを模索して様々な対応を行っている。

（山本　桂宏）
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平成23年 406,745 -6.6 300,138 -7.0

24年 428,210 5.3 310,793 3.6

25年 414,864 -3.1 301,874 -2.9

26年 430,756 3.8 308,152 2.1

27年 420,420 -2.4 311,352 1.0

28年1月 32,248 -4.7 23,945 -3.7

2月 32,679 -7.9 24,886 -5.7

3月 36,823 -1.9 26,876 -2.9

4月 34,136 -4.0 24,062 -9.0

5月 29,587 -3.7 22,538 -1.5

6月 35,541 -4.7 26,012 -4.2

7月 35,690 -8.0 25,526 -9.1

経済産業省『生産動態統計年報　鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計編』

（注）従業者30名以上の事業所
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